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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びこれを備えた電子機器

(57)【要約】
【課題】  反転表示（ネガパターン）を形成可能で、表
示品位の高い液晶表示装置を安価に製造する。
【解決手段】  液晶パネル１００の表示画素Ｐ、Ｐ’に
重なる窓部２００ａを備え、非表示部Ｑに重なる光変調
部分を有する光変調板２００を設ける。数字等の表示パ
ターンを構成する表示画素Ｐには電界を印加せず、表示
パターンを構成しない表示画素Ｐ’には電界を印加する
ことにより、反転表示（ネガパターン）の表示態様を実
現することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示画素を有する液晶表示パネルと、前
記表示画素にほぼ重なる位置に所定の光変調特性を備え
た若しくは備えない第１領域を有するとともに、前記第
１領域以外の部分に前記第１領域とは異なる光変調特性
を備えた第２領域を有する光変調手段とを具備したこと
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記第２領域は前記表示画素の形成され
ていない領域に対応して形成されていることを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記液晶表示パネルは、前記第１領域に
よって変調された若しくは変調されない光に基づき前記
表示画素において相互に異なる第１視認態様と第２視認
態様とを電圧印加状態に応じて選択的に実現可能に構成
されていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記
載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記第１視認態様は、前記第２領域によ
って変調された光に基づく第３視認態様に対して視覚的
により近く、前記第２視認態様は、前記第３視認態様に
対して視覚的により遠いものであることを特徴とする請
求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記液晶パネルは、電圧無印加時におい
て前記表示画素に前記第２視認態様が実現されるように
構成されていることを特徴とする請求項４に記載の液晶
表示装置。
【請求項６】  前記第２視認態様は、前記第１視認態様
に較べて明度が高いことを特徴とする請求項４又は請求
項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】  前記第２視認態様は、複数の前記表示画
素間で複数の相互に異なる視認態様となるように構成さ
れ、若しくは、単一の前記表示画素内において複数の相
互に異なる視認態様を含むように構成されていることを
特徴とする請求項４乃至請求項６のいずれか１項に記載
の液晶表示装置。
【請求項８】  前記液晶表示パネルは、印加電界に依存
するリタデーション特性を備えた液晶セルと、該液晶セ
ルの前方に配置された第１偏光手段と、前記液晶セルの
後方に配置された第２偏光手段とを有することを特徴と
する請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の液晶
表示装置。
【請求項９】  前記光変調手段は、前記液晶セルと前記
第２偏光手段との間に配置され、若しくは、前記第２偏
光手段の後方に隣接配置されていることを特徴とする請
求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】  前記光変調手段は、前記第１偏光手段
の前方、若しくは、前記第１偏光手段と前記液晶セルと
の間に配置されていることを特徴とする請求項８に記載
の液晶表示装置。
【請求項１１】  前記第１偏光手段と前記第２偏光手段
の少なくとも一方は、所定方向の振動面を有する偏光成*

2
*分を選択的に変調することにより、当該偏光成分におい
て所定の偏光スペクトル分布を形成し、前記偏光スペク
トル分布と、前記第１領域による光変調若しくは無変調
とによって得られた色調が、前記第２領域によって変調
された光によって得られる色調と近似するように構成さ
れていることを特徴とする請求項８乃至請求項１０のい
ずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】  前記液晶表示パネルは、液晶セルと、
該液晶セルの前方に配置された第１偏光手段と、前記液
晶セルの後方に配置された第２偏光手段とを有し、前記
第１偏光手段と前記第２偏光手段の少なくとも一方は、
所定方向の振動面を有する偏光成分を選択的に変調する
ことにより、当該偏光成分において所定の偏光スペクト
ル分布を形成するように構成され、前記偏光スペクトル
分布と、前記第１領域による光変調若しくは無変調とに
よって前記第１視認態様が実現されるように構成されて
いることを特徴とする請求項３乃至請求項７のいずれか
１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】  前記表示画素において、前記偏光スペ
クトル分布を構成し得る前記第１偏光手段と前記第２偏
光手段の少なくとも一方による前記偏光成分の変調を受
けない状態で、前記第１領域による光変調若しくは無変
調によって前記第２視認態様が実現されるように構成さ
れていることを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示
装置。
【請求項１４】  前記表示画素を有する複数の前記液晶
パネルが設けられ、前記光変調手段は複数の前記液晶パ
ネルの前方に配置されていることを特徴とする請求項１
乃至請求項１３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】  請求項１乃至請求項１４のいずれか１
項に記載の液晶表示装置を備えた電子機器。
【請求項１６】  前記液晶表示装置の液晶表示面を時間
情報表示部に用いたことを特徴とする請求項１５に記載
の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は所定の表示態様を実
現するための表示体の構成に係り、より詳しくは、液晶
表示装置及びこれを備えた電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、ワードプロセッサや電卓などに
使用される液晶表示装置としては、例えば下地が明色
（例えば白、薄緑、薄灰、銀色などの淡色）で、数字、
文字等の表示パターン部が暗色（例えば黒などの濃色）
で表される、いわゆるポジパターンで表示を行うものが
多いが、時計等のようにファッション性を要求される分
野に用いられる液晶表示装置には、下地が暗色で、数
字、文字等の表示パターン部が明色で表されるネガパタ
ーンで表示を行うものも比較的多い。
【０００３】上記のポジパターンで表示を行う場合にお
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いては、通常、ＴＮモードの液晶セルの両側に、クロス
ニコル配置（すなわち相互に偏光透過軸が直交する配
置）となるように一対の偏光板を設置し、電界無印加時
において光透過率が高いことにより表示画素が明色とな
り、電界印加時において光透過率が低下して表示画素が
暗色となるように構成された、いわゆるノーマリーホワ
イトタイプの液晶表示パネルが用いられる。
【０００４】一方、ネガパターンで表示を行う場合にお
いては、上記のノーマリーホワイトタイプの液晶表示パ
ネルを用いることも可能であるが、時計においてデジタ
ル表示を行う場合など、表示画素を形成する部分（セグ
メント部）が表示面内の一部領域に限定されている場合
には、反転仕様の液晶表示パネル、すなわち電界無印加
時において光透過率が低いことにより表示画素が暗色と
なり、電界印加時において光透過率が増大して表示画素
が明色となるように構成された、いわゆるノーマリーブ
ラックタイプの液晶表示パネルが多く用いられている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記のネガ
パターンで表示を行う場合に、数字や文字などの表示パ
ターン部を構成する表示画素に電界を印加して明色を表
示する必要があるので、図９の光透過率－印加電圧値の
グラフに示すように、光透過率の印加電圧による立ち上
がり特性に起因して、充分に高い電圧が加えられていな
い場合には表示パターン部の明度を充分に高めることが
できず、表示コントラストが低下して、表示品位が悪化
するという問題点がある。
【０００６】また、視野角特性も良好とはいえないた
め、視認性が悪化するという問題点もある。
【０００７】そこで本発明は上記問題点を解決するもの
であり、その課題は、ネガパターンを表示する場合に好
適であり、コストを低減することができるとともに表示
品位の良好な液晶表示装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に本発明の液晶表示装置は、表示画素を有する液晶表示
パネルと、前記表示画素にほぼ重なる位置に所定の光変
調特性を備えた若しくは備えない第１領域を有するとと
もに、前記第１領域以外の部分に前記第１領域とは異な
る光変調特性を備えた第２領域を有する光変調手段とを
具備したことを特徴とする。
【０００９】この発明によれば、光変調手段において、
液晶表示パネルの表示画素にほぼ重なる位置に第１領域
を設け、この第１領域以外の部分に第２領域を設けるこ
とにより、表示画素の光透過率が増大したときには第１
領域の特性によって所定の視認態様が実現され、表示画
素の光透過率が低下したときには、別の表示態様が実現
される。一方、第２領域においては、第２領域による光
変調特性に応じた表示態様が実現される。したがって、
光変調手段の第１領域と第２領域の特性を適宜に設定す
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ることにより、光変調手段の特性に基づく表示が可能に
なる。例えばいわゆるノーマリーホワイトタイプの液晶
表示パネルであっても、第１領域の光学特性と第２領域
の光変調特性とを適宜に設定することによりネガパター
ンの表示を行うことも可能になる。
【００１０】ここで、上記光変調手段においては、その
第１領域が所定の光変調特性を有する場合と、第１領域
が光変調そのものを行わない場合とが含まれる。一方、
第２領域は光に対して必ず何らかの光変調を行うように
構成され、その光変調の態様は第１領域とは異なるもの
である。例えば、第１領域を明色表示可能に構成し、第
２領域を暗色表示が実現されるように構成することがで
きるので、いわゆるネガパターンが実現される。
【００１１】光変調手段の光変調機能或いは光変調特性
には、光の色相を変化させることのできる光の周波数変
調、光の明るさを変えることのできる光の振幅変調、及
び、質感を変えることができる光の位相変調が含まれ
る。このように光の周波数変調、振幅変調、位相変調の
うち少なくとも一つの変調機能、すなわち１つ或いは２
つ以上を適宜に組み合わせた変調機能、を光変調手段に
もたせることによって、種々の色合い、明るさ、質感等
を生成することが可能になる。
【００１２】本発明において、前記第２領域は前記表示
画素の形成されていない領域に対応して形成されている
ことが好ましい。表示画素が設けられていない下地部分
（表示パターンを形成し得る領域以外の部分）に第２領
域が設けられていることにより、電卓や時計などの所謂
下地部分の表示態様を第２領域の光変調特性によって表
すことができる。
【００１３】本発明において、前記液晶表示パネルは、
前記第１領域によって変調された若しくは変調されない
光に基づき前記表示画素において相互に異なる第１視認
態様と第２視認態様とを電圧印加状態に応じて選択的に
実現可能に構成されていることが好ましい。
【００１４】本発明において、前記第１視認態様は、前
記第２領域によって変調された光に基づく第３視認態様
に対して視覚的により近く、前記第２視認態様は、前記
第３視認態様に対して視覚的により遠いものであること
が好ましい。表示画素において実現される第１視認態様
が第２領域によって変調された光に基づく第３視認態様
（例えば暗色表示）に対して視覚的に近いので、第１視
認態様を実現することによって、表示画素を非表示状態
（例えば暗色表示）とすることができ、また、第２視認
態様は第１視認態様よりも第３視認態様に対して視覚的
に遠いことから、表示画素を表示状態（例えば明色表
示）とすることができる。したがって、第２視認態様の
表示画素を表示パターンとして、第１視認態様の表示画
素及び第３視認態様の部分を下地部分とした表示態様を
実現できる。ここで、表示パターンを明色にし、下地部
分を暗色にすれば、反転表示（ネガパターン）を形成す
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ることができる。
【００１５】ここで、視覚的な遠近とは、明度差の大
小、及び、色相（色座標）差の大小などを人間工学的な
知覚特性及び認識特性を加味して定めた視認性の差異の
大小を言う。通常、明度差の大小と、ＪＩＳに規定され
た色相環上の位置の遠近とを適宜の重みで積算すること
によって視覚的な遠近を定めることができる。
【００１６】本発明において、前記液晶パネルは、電圧
無印加時において前記表示画素に前記第２視認態様が実
現されるように構成されていることが好ましい。電圧無
印加時において表示画素に第２視認態様が実現され、そ
れにより表示パターンを構成するので、例えばディジタ
ル方式の時刻表示を複数の表示画素を用いて行う場合
に、電圧が印加される表示画素の数を低減することが可
能になり、消費電力を削減することができる。
【００１７】本発明において、前記第２視認態様は、前
記第１視認態様に較べて明度が高いことが好ましい。こ
のときには、第２視認態様が明色となり、第１視認態様
が暗色となるため、表示画素が表示パターン部であり、
第２領域に対応する部分が下地であれば、反転表示（ネ
ガパターン）を形成できる。この場合に、電圧無印加時
において表示画素が第２視認態様となるように構成する
ときには、電圧無印加時に光透過率が高いパネル構造
（いわゆるノーマリーホワイトタイプ）の液晶表示パネ
ルを用いることが可能になるので、液晶パネルを安価か
つ容易に入手でき、製造コストの低減を図ることができ
るとともに、駆動電圧を高くしなくても明色部分の明度
を高めることができ、表示コントラストを高め、良好な
視野角特性も得ることができるなど表示品位の向上を図
ることができる。
【００１８】本発明において、前記第２視認態様は、複
数の前記表示画素間で相互に異なる視認態様となるよう
に構成され、若しくは、単一の前記表示画素内において
複数の相互に異なる視認態様を含むように構成されてい
ることが好ましい。複数の表示画素間で相互に異なる視
認態様となるように第２視認態様が構成されていること
により、表示画素間で異なる視認態様を備えた表示を行
うことができる。例えば、表示画素毎に異なる色相を備
えた表示を可能とすることによって複色カラー表示が可
能になる。また、単一の表示画素内において複数の相互
に異なる視認態様を含むように第２視認態様が構成され
ていることにより、単一の表示画素内において様々なデ
ザイン態様を実現できる。例えば、表示画素内に異なる
色相の視認態様が含まれるように構成することによって
複色カラー表示が可能となる。ここで、相互に異なる視
認態様は、色相だけではなく、明度や質感等が異なって
いるものであってもよい。
【００１９】本発明において、前記液晶表示パネルは、
印加電界に依存するリタデーション特性を備えた液晶セ
ルと、該液晶セルの前方に配置された第１偏光手段と、
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前記液晶セルの後方に配置された第２偏光手段とを有す
る場合がある。この場合、表示画素に対する電界の印加
状態を制御することにより、液晶セルが或るリタデーシ
ョン値を備えているときには第２偏光手段から出た偏光
成分が液晶セルを経て第１偏光手段をそのまま通過でき
る状態、すなわち光透過状態となり、液晶セルが別のリ
タデーション値を備えているときには第２偏光手段から
出た偏光成分が液晶セルを経て第１偏光手段において遮
断される状態、すなわち光遮断状態とすることができ
る。
【００２０】もっとも、本発明において適用可能な液晶
表示パネルとしては、液晶セルの前方に偏光手段と位相
差板を備えているとともに液晶セルの後方に反射面を備
えた公知の一枚偏光板方式の反射型液晶表示パネルを用
いることが可能であり、また、偏光板を必要としない、
高分子分散型液晶やゲストホスト型液晶（両者を複合さ
せたモードをも含む。）を用いた液晶表示パネル、或い
は、動的散乱モードを用いた液晶表示パネルなども使用
可能である。
【００２１】本発明において、前記光変調手段は、前記
液晶セルと前記第２偏光手段との間に配置され、若しく
は、前記第２偏光手段の後方に隣接配置されていること
が好ましい。上記のように２枚の偏光板を備えた液晶表
示パネルの場合、光変調手段を上記のように第２偏光手
段の前後に隣接配置することによって、表示画素内の液
晶の光学特性によって視認される視認態様の深さ（視覚
的に所定の視認態様が見える深さ位置）と、光変調手段
の第２領域によって光変調された光に基づく視認態様の
視認深さとのずれを低減し、視覚的な違和感を低減する
ことができる。これは、表示画素内の液晶の光学特性に
よって表示される視認態様、例えば暗色の視認態様は光
学的に液晶セルの後方に配置された第２偏光手段の位置
にあるように視認されるので、この視認態様の見かけ上
の深さを光変調手段の物理的な深さとほぼ一致させるこ
とができるからである。
【００２２】本発明において、前記光変調手段は、前記
第１偏光手段の前方、若しくは、前記第１偏光手段と前
記液晶セルとの間に配置されていることが好ましい。こ
の場合には、光変調手段の背後に液晶セルが配置される
こととなるので、光変調手段の第２領域に対して重なる
部分（表示画素以外の部分）に液晶セルの一部が存在し
ている必要がなくなるため、複数の表示画素を設けた場
合、光変調手段の背後に複数の液晶セルを配置し、これ
ら複数の液晶セルにて複数の表示画素を構成することが
可能になる。
【００２３】本発明において、前記第１偏光手段と前記
第２偏光手段の少なくとも一方は、所定方向の振動面を
有する偏光成分を選択的に変調することにより、当該偏
光成分において所定の偏光スペクトル分布を形成し、前
記偏光スペクトル分布と、前記第１領域による光変調若
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7
しくは無変調とによって得られた色調が、前記第２領域
によって変調された光によって得られる色調と近似する
ように構成されていることが好ましい。
【００２４】偏光手段としては、所定方向の振動面を有
する偏光成分を選択的に吸収（或いは反射）し、当該偏
光成分を実質的に、例えば可視光領域において消失させ
るように構成されているものが一般的であるが、前記偏
光成分を変調して所定の偏光スペクトル分布をもつよう
に形成するものもあり、この中には、例えば、特定の波
長域（例えば赤色帯域）を主体的に透過するように構成
されたカラー偏光板と呼ばれるものも含まれる。この偏
光スペクトル分布を第２領域によって変調された光のス
ペクトル分布と近似した色調をもたらすように構成する
ことによって、液晶セルのリタデーションを印加電界に
よって適宜に制御すると、表示画素において、第２領域
の視認態様と近似した視認態様、例えば上記第１視認態
様、を実現することができる。
【００２５】この場合、表示画素に対する電界の印加状
態を制御することにより、液晶セルが或るリタデーショ
ン値を備えているときには第２偏光手段から出た偏光成
分が液晶セルを経て第１偏光手段をそのまま通過できる
状態、すなわち光透過状態となり、液晶セルが別のリタ
デーション値を備えているときには第２偏光手段から出
た偏光成分が液晶セルを経て第１偏光手段において遮断
される状態、すなわち光遮断状態とすることができる。
したがって、表示画素においては、光透過状態では光変
調手段の第１領域の特性によって決定された或る視認態
様、例えば上記の第２視認態様、が得られる。一方、表
示画素において、光遮断状態では光変調手段の第１領域
の特性と、上記の偏光スペクトル分布との双方によって
決定された別の視認態様、例えば上記の第１視認態様、
が得られる。
【００２６】後者の視認態様では、通常、上記偏光スペ
クトル分布と第１領域により生ずるスペクトル分布との
減色混合によって視認態様が決定される。たとえば、第
１領域が実質的に光変調を行わない（すなわち無色透明
である）場合には、上記偏光スペクトル分布によって視
認態様が決定され、この偏光スペクトル分布が可視光領
域において全般的に強度が低い分布を備えているなら
ば、その視認態様は暗色（例えば黒色）となり、上記偏
光スペクトル分布が可視光領域内の赤色帯域に偏ったも
のであるならば視認態様は赤色となる。また、第１領域
が所定の光変調を行うように構成されている場合には、
偏光手段の変調によって生じた偏光成分における上記偏
光スペクトル分布と、第１領域による光変調の態様を示
す変調スペクトル分布との積（合成、或いは、減色混
合）によって構成されたスペクトル分布に対応する視認
態様が得られる。たとえば、第１領域が黄色に偏った光
（すなわち赤色帯域と緑色帯域とに光の有効成分を有す
るスペクトル分布を有する光）を形成するものであると

8
き、上記偏光手段による変調によって生じた偏光スペク
トル分布が可視光領域内の赤色帯域と青色帯域に偏った
もの（赤紫）であるならば、両者の減色混合により視認
態様は赤色となる。
【００２７】また、より具体的な本発明の液晶表示装置
は、前記液晶表示パネルは、液晶セルと、該液晶セルの
前方に配置された第１偏光手段と、前記液晶セルの後方
に配置された第２偏光手段とを有し、前記第１偏光手段
と前記第２偏光手段の少なくとも一方は、所定方向の振
動面を有する偏光成分を選択的に変調し、当該偏光成分
において所定の偏光スペクトル分布を形成するように構
成され、前記偏光スペクトル分布と、前記第１領域によ
る光変調若しくは無変調とによって前記第１視認態様が
実現されるように構成されていることを特徴とする。
【００２８】本発明においては、前記表示画素におい
て、前記第１偏光手段と前記第２偏光手段の少なくとも
一方による前記偏光成分の変調によって得られた前記偏
光スペクトル分布と、前記第１領域による光変調若しく
は無変調を示すスペクトル分布との積によって得られる
積算スペクトル分布によって前記第１視認態様が実現さ
れ、前記積算スペクトル分布が前記第２領域による光変
調によって得られた視認態様と近似するように構成され
ていることが好ましい。
【００２９】本発明においては、前記表示画素におい
て、前記偏光スペクトル分布を構成し得る前記第１偏光
手段と前記第２偏光手段の少なくとも一方による前記偏
光成分の変調を受けない状態で、前記第１領域による光
変調若しくは無変調によって前記第２視認態様が実現さ
れるように構成されていることが好ましい。
【００３０】本発明において、前記表示画素を有する複
数の前記液晶パネルが設けられ、前記光変調手段は複数
の前記液晶パネルの前方に配置されていることが好まし
い。この場合には、光変調手段の後方に複数の液晶パネ
ルが配置される構成としたことにより、液晶パネル自体
を大型化しなくても容易に液晶表示装置を大型化するこ
とができる。この場合、各液晶パネルが、一つの表示画
素のみを構成するようにしてもよく、複数の表示画素を
構成するようにしても構わない。
【００３１】また、本発明の電子機器は、上記各発明に
記載の液晶表示装置を備えたものである。この電子機器
としては、液晶表示装置を機器の表示部に組み込んだ各
種の電子機器、例えば、各種映像機器、電子掲示板、情
報処理装置、印字装置、携帯電話などが挙げられる。特
に、本発明は、前記液晶表示装置の液晶表示面を時間情
報表示部に用いた構成とする場合に有効である。ここ
で、時間情報とは、現在時刻、アラーム時刻、ワールド
タイム、経過時間、残時間（タイマー）などを言う。
【００３２】この場合、デジタル形式の時間情報表示を
ドットマトリクス型やセグメント型の液晶表示装置によ
って行う場合が特に効果的であり、また、時間情報表示
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に加えて、或いは、単独で、時間情報表示以外のパター
ン表示（特定内容を象徴するアイコンや特定のキャラク
ター等の表示など）を行う場合にも非常に効果的であ
る。さらに、このようなパターン表示を行う場合には、
アイコンやキャラクターなどの象徴部分を複数の表示画
素で構成し、当該象徴部分が経時的に変形する（アニメ
ーション動作などを行う）ように構成することもでき
る。
【００３３】
【発明の実施の形態】次に、添付図面を参照して本発明
に係る液晶表示装置及び電子機器の実施形態について詳
細に説明する。
【００３４】まず、図１及び図２を参照して、本発明に
係る液晶表示装置の実施形態を備えた電子機器の構成例
について説明する。図１は本発明に係る液晶表示装置を
備えた時計の主要部を示す概略平面図である。図２は図
１中の表示領域Ｒを拡大して示す概略平面図である。
【００３５】図１に示すように、この時計５は、時計本
体５０と、この時計本体５０に接続されたバンド５５と
を備えている。この時計本体５０の前面側には透明ガラ
スに覆われた時間情報表示部５０Ａが形成されている。
時間情報表示部５０Ａには、２つの表示用開口部５１ａ
及び５１ｂを備えた文字板５１と、この文字板５１の背
後に配置され、表示用開口部５１ａ，５１ｂによって視
認可能に構成された部分を有する液晶表示装置５２と、
文字板５１の中央部及び液晶表示装置５２の液晶表示パ
ネルの中央部を貫通して図示しないムーブメントに接続
された時針、分針等からなる指針部５３とが設けられて
いる。なお、時間情報表示部５０Ａでは、現在時刻、タ
イマー、経過時間、アラーム警鐘時刻、ワールドタイム
などの時間情報が、ユーザーの選択によって表示されて
いる。また、文字板５１や指針部５３は、デザインに応
じて、あってもなくてもよい。また、液晶表示装置５２
は、一層だけでなく２層以上の多層構造となっていても
よい。また、液晶表示装置５２は、その断面が平面に限
らず、湾曲状となっていてもよい。
【００３６】液晶表示装置５２には、上記文字板５１の
表示用開口部５１ｂによって視認可能に構成された表示
領域Ｒが設けられている。この表示領域Ｒは、図２に示
すように、複数の表示画素Ｐ，Ｐ’と、これらの表示画
素以外の部分からなる非表示部Ｑ（下地部分）とから構
成されている。表示画素Ｐ，Ｐ’は所定の方向に延長さ
れた細長い形状を有するものであり、図示例では個々の
数字を表示する部分が８の字状に配列された７つの表示
画素を有する一般的な７セグメントタイプの構成を備え
ている。なお、表示画素は、７セグメントタイプの限定
されるものではなく、ドッドマトリクス表示のものでも
よい。
【００３７】本実施形態の表示領域Ｒにおいては、上記
の複数の表示画素のうち、表示された数字を構成してい
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る表示画素Ｐの色調と、当該数字を構成していない表示
画素Ｐ’の色調とが相互に異なるものとなっている。ま
た、表示画素Ｐ’の色調と上記の非表示部Ｑの色調とは
相互に近似したものとなっているのに対して、表示画素
Ｐの色調は、非表示部Ｑの色調に対して表示画素Ｐ’の
色調よりも異なったもの、すなわち非表示部Ｑとの色調
の違いがよりわかりやすいものとなっている。より具体
的には、表示画素Ｐの色調が明色（例えば白色その他の
淡色）であり、表示画素Ｐ’及び非表示部Ｑが共に暗色
（例えば黒色その他の濃色）であって、明度によって視
認性を確保した表示態様であってもよい。なお、この場
合には、いわゆるネガパターンの表示態様ともなってい
る。また、表示画素Ｐの色調が青色であり、表示画素
Ｐ’及び非表示部Ｑの色調が共に赤色であるなど、色相
によって視認性を確保した表示態様であってもよく、こ
の場合には、複色（多色）パターンの表示態様となる。
【００３８】表示領域Ｒにおいて、上記の複数の表示画
素Ｐ，Ｐ’のそれぞれは、図示の表示画素Ｐの色調と、
図示の表示画素Ｐ’の色調とのいずれかに視認態様を切
り換えることができるように構成されている。このよう
に視認態様の切り換えを可能にする構造は、以下の各実
施形態において詳細に説明される。
【００３９】［第１実施形態］
【００４０】次に、図３を参照して、本発明に係る第１
実施形態の液晶表示装置について説明する。図３は本発
明の第１実施形態に係る液晶表示装置を模式的に示す概
略縦断面図である。この液晶表示装置１０は一対のガラ
ス等からなる基板１２０、１４０間に液晶層１８０を挟
持してなる液晶パネル１００と、液晶パネル１００の後
方に配置された光変調層２００と、光変調層２００の後
方に配置された反射層６００と、反射層６００の後方に
配置されたバックライト８００とから構成される。
【００４１】液晶パネル１００において、基板１２０、
１４０はシール材１６０によって適宜の間隔を持つよう
に相互に貼り合わせられ、このシール材１６０の内側に
液晶が封入されることにより、液晶層１８０が形成され
ている。基板１２０，１４０は、それぞれの内面上に蒸
着又はスパッタリング等によってＩＴＯ（インジウム・
スズ酸化物）等からなる透明電極１２２、１４２が設け
られている。液晶パネル１００における透明電極１２２
と透明電極１４２とが平面的に重なり合う領域が上記の
表示画素Ｐ，Ｐ’となっている。基板１２０、１４０の
外面上にはそれぞれ偏光板１２４、１４４が貼付されて
いる。
【００４２】ここで、液晶パネル１００は、電界の無印
加状態においては光を透過するように構成され、透明電
極１２２，１４２によって電界を印加した場合には光を
透過しないように構成されている。液晶表示装置１００
としては、例えばＴＮ（捩れネマチック）タイプの液晶
表示体が挙げられる。この場合に、液晶層１８０は初期
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11
配向状態において９０度のツイスト角、９０度の旋光性
を備えるが、所定値以上の電圧が印加されると液晶分子
が電界方向、すなわちパネル厚さ方向、に配向するの
で、実質的に等方的な光学特性を有するものとなる。こ
の場合にはまた、偏光板１２４と偏光板１４４とは、そ
れらの偏光透過軸が相互に直交するように配置される。
以下においては、液晶パネルをＴＮ型の液晶パネルであ
るものとした上で、偏光板１２４が図の紙面と平行な偏
光透過軸を有するとともにこれに直交する偏光吸収軸を
有する、すなわち、偏光板１２４は紙面と平行な振動面
を有する偏光成分を透過し、これに直交する振動面を有
する偏光成分を吸収する、ように構成されたものとし
て、一方、偏光板１４４が偏光板１２４の偏光透過軸及
び偏光吸収軸とそれぞれ直交する偏光透過軸及び偏光吸
収軸を備えた姿勢で配置されているものとして、それぞ
れ説明を行う。
【００４３】もっとも、本発明はＴＮ（捩れネマチッ
ク）モードを用いたものに限定されるものではなく、Ｓ
ＴＮ（超捩れネマチック）モードなど、制御可能なリタ
デーション特性を有する液晶層と偏光手段との組み合わ
せを有する液晶パネルや、高分子分散型、ゲストホスト
型、動転散乱モードを利用したもの等の他形式の液晶パ
ネルを用いることも可能である。
【００４４】上記液晶パネル１００の後方、すなわち偏
光板１４４の外面上には光変調板２００が配置されてい
る。この光変調板２００には上記の第１領域に相当する
窓部２００ａが形成され、この窓部２００ａ以外の部分
が上記の第２領域に相当する。窓部２００ａは液晶パネ
ル１００の表示画素Ｐ，Ｐ’と平面的にほぼ重なり合う
平面形状となるように形成されている。ここで、窓部２
００ａは表示画素Ｐ，Ｐ’の領域よりもやや小さく形成
され、窓部２００ａに臨む光変調板２００の内縁が、全
周に亘って表示画素Ｐ，Ｐ’の外縁よりも平面的に見て
僅かに内側に位置するように構成されていることが好ま
しい。このようにすることによって、光遮断状態の表示
画素Ｐ’において窓部２００ａの内縁、すなわち第１領
域と第２領域との境界、が外部から視認されにくくなる
ようにすることができるからである。
【００４５】一般に、光変調板は光を変調する機能を有
するものであり、具体的には、液晶パネルから出射され
る光の可視光領域におけるスペクトル分布を変更するこ
とができるように構成されたものである。このスペクト
ル分布の変更によって液晶パネルの表示領域の視認態様
は所定の色調、すなわち所定の明度及び色相、を備えた
ものとなる。また、光変調板は光を透過することにより
光のスペクトル分布を変える機能を有するものであって
も、光を反射することにより光のスペクトル分布を変え
る機能を有するものであっても、いずれの機能をも有す
るものであっても構わない。
【００４６】本実施形態の光変調板２００は、基本的に
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光を透過させることにより透過光のスペクトル分布に影
響を与えるものであり、例えば、特定の色相を呈する染
料若しくは顔料等の着色材を含むフィルタで構成するこ
とができる。また、光変調板２００の窓部２００ａは本
実施形態では光をそのまま透過させるように構成されて
いる。光変調板２００は、透明な樹脂フィルム等の透明
基材上に印刷、蒸着またはスパッタリング等によって所
定の色調を備えた変調層を、窓部２００ａを除いた部分
に積層させたものであってもよく、或いは、顔料または
染料等の着色材を混入した樹脂などの特定の色調を備え
た板材を用い、窓部２００ａを型抜きや切り取り等によ
って形成したものであってもよい。
【００４７】上記の光変調板２００の後方には反射板６
００が配置されている。本実施形態の反射層６００は、
光反射特性と、光透過特性とを兼ね備えた半透過性の反
射層である。反射層６００は、例えば、半透過性を有す
る程度の薄さに形成したＡｌやＣｒ等の金属薄膜で形成
される。反射層６００は、光変調層２００の表面上に直
接形成しても良いし、透明なフィルム等の基材上に蒸着
又はスパッタリング等によって形成してもよい。
【００４８】バックライト８００は、発光素子と導光板
からなる面状光源など、液晶パネル１００を後方から照
明可能なものであれば如何なるものであっても構わない
が、本実施形態では面状光源の一種である有機ルミネッ
センスパネルが用いられている。バックライト８００
は、発光層８１０をガラス等からなる基板８２０とその
後方のシールガラス８４０によって封着した公知の構成
を備えている。基板８２０の背面上には蒸着又はスパッ
タリング等によってＩＴＯからなる透明電極８２２が形
成されている。その上に電子輸送層８１２が蒸着又はコ
ーティング等によって形成され、さらに、その上に蒸着
又は電解重合法によって正孔輸送層８１４が形成されて
いる。この電子輸送層８１２と正孔輸送層８１４とが上
記発光層８１０を構成する。発光層８１０の表面上に
は、蒸着又はスパッタリング等によってマグネシウムと
銀の共蒸着膜からなる金属電極８４２が形成されてい
る。発光層８１０の周囲にはシリコーンオイル８８０が
充填され、全体がシールガラス８４０によって封止され
ている。
【００４９】以上説明した構造の本実施形態の液晶表示
装置１０は、入射した外光が反射層６００で反射される
ことによって表示態様を視認できるとともに、バックラ
イト８００から放出された照明光の一部が反射層６００
を透過することによっても表示態様を視認できる半透過
型の液晶表示装置となっている。
【００５０】本実施形態において、電界が印加されてい
ない表示画素Ｐにおいては、外光が入射すると光透過状
態の液晶パネル１００を通過して光変調板２００の窓部
２００ａを通過し、反射層６００にて反射されて再び窓
部２００ａを通過した後、液晶パネル１００を透過して
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出射される。また、バックライト８００から放出された
照明光の一部は反射層６００を透過した後に窓部２００
ａを通過し、さらに液晶パネル１００を透過して出射さ
れる。したがって、表示画素Ｐは明色（白色）の視認態
様を呈する。
【００５１】また、電界が印加されている表示画素Ｐ’
においては、外光が入射しても光遮断状態の液晶パネル
１００を透過することができない。また、バックライト
８００から放出された照明光の一部は反射層６００を透
過し、窓部２００ａを通過してから液晶パネル１００に
入射するが、液晶パネル１００を透過することができな
い。したがって、表示画素Ｐ’は暗色（黒色）の視認態
様を呈する。
【００５２】さらに、非表示部Ｑにおいては、外光が入
射すると光透過状態の液晶パネル１００を透過して光変
調層２００に到達し、光変調層２００において光が変調
され、この変調された光がそのまま反射し或いは光変調
層２００を透過した光が反射層６００にて反射された後
に再び光変調層２００を透過し、その後、液晶パネル１
００を透過して出射される。また、バックライト８００
から放出された照明光の一部は反射層６００を透過し、
光変調層２００にて変調された後に液晶パネル１００を
透過し、そのまま出射される。したがって、非表示部Ｑ
は光変調層２００によって変調された光によって決定さ
れた視認態様、例えば光変調層２００の色調に応じた視
認態様、を呈する。
【００５３】本実施形態において、光変調層２００を黒
色フィルタ又は黒色層として形成すると、非表示部Ｑは
常に暗色（黒色）に視認され、表示画素Ｐは明色（白
色）に視認され、表示画素Ｐ’は暗色（黒色）に視認さ
れる。したがって、表示領域Ｒにおいては反転表示（ネ
ガパターン表示）の表示態様が実現される。
【００５４】ここで、通常のノーマリーホワイトタイプ
の液晶パネルで通常表示（ポジパターン）を形成する場
合には、電界印加状態の表示画素が表示パターン（数
字、文字、図形など）を構成することとなるが、反転表
示（ネガパターン）を形成する本実施形態の場合にはこ
れとは逆に、電界無印加状態の表示画素Ｐが表示パター
ンを構成する明色の視認態様となり、表示パターンを構
成するのに不要な表示画素Ｐ’に対しては電界を印加す
ることにより表示画素Ｐ’が下地である非表示部Ｑと同
様の暗色の視認態様となる。したがって、表示画素Ｐ，
Ｐ’に対しては、図示しない液晶駆動回路によって反転
表示を行う。例えば、７セグメントタイプの表示画素群
において数字「２」を表示する場合には、５つの表示画
素Ｐを電界無印加状態とし、残りの２つの表示画素Ｐ’
には電界を印加する。
【００５５】この液晶表示装置１０において、液晶パネ
ル１００の表示領域Ｒにおける表示画素Ｐ，Ｐ’以外の
非表示部Ｑには光変調板２００による光変調によって特
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定の視認態様が得られるので、ノーマリーホワイトタイ
プの液晶パネル１００であっても、反転表示（ネガパタ
ーン）を形成することができる。
【００５６】また、反転表示を行っても、電界無印加時
において光透過状態となるノーマリーホワイトタイプの
液晶パネル１００を用いていることから、表示画素Ｐの
明色の視認態様が液晶の初期配向状態において実現され
るので、印加電圧値に影響を受けることなく、表示画素
Ｐにおいて高い明度を得ることができるとともに、視野
角も比較的大きく確保することができ、表示品位を高め
ることができる。
【００５７】さらに、上記のように表示品位の高い反転
表示をＴＮモードの液晶パネル１００で実現できるの
で、ＳＴＮモードの液晶パネルを用いる必要がなくな
り、製造コストを低減することが可能になるとともに、
液晶パネルの調達上の困難性も回避することができる。
【００５８】上記のように本実施形態では非表示部Ｑに
ついては電界を印加する必要がないので、表示領域Ｒの
全面に表示画素を形成した通常のノーマリーホワイトタ
イプの液晶パネルを用いて表示領域Ｒ全体を制御して反
転表示を実現する場合に較べて、表示画素Ｐ，Ｐ’だけ
を反転駆動すればよいから、消費電力を大幅に低減でき
る。また、表示画素Ｐ，Ｐ’だけを反転駆動することに
よって、ポジパターンにて表示する場合に較べてもさら
に消費電力を低減できる。これは、本実施形態において
ネガパターンで表示する場合には、非表示の表示画素
Ｐ’のみに電界を印加すればよいため、電界を印加する
必要のある表示画素の数がポジパターンで表示する場合
よりも少なくなるからである。例えば、７セグメントタ
イプの表示画素群において数字「０」を表示する場合に
は、従来パネルでは電圧を印加する表示画素数が６であ
るのに対し、本実施形態では電界を印加する表示画素数
は１であり、数字「１」を表示する場合には電界を印加
する表示画素数は５であり、数字「２」の場合は同様に
２であり、全体として電界を印加する表示画素数は半分
以下になる。したがって、消費電力は従来のポジパター
ン表示に対しても大幅に低減できる。
【００５９】なお、本実施形態において、光変調板２０
０を偏光板１４４と反射層６００の間に配置したが、光
変調板２００の配置箇所はこれに限定されるものではな
く、反射層６００の上側であればどこでもよい。ただ
し、本実施形態において表示画素Ｐ’の暗色の視認態様
は、外部から見た場合に液晶パネル１００の背面部の深
さ、すなわち偏光板１４４の配置された深さ、にあるよ
うに見える。したがって、非表示部Ｑにおいて暗色の視
認態様を実現する光変調板２００の深さと、表示画素
Ｐ’の暗色の視認態様が視認される深さとを一致させて
視認性を向上させるためには、光変調板２００は液晶パ
ネル１００の背面部、すなわち偏光板１４４と反射層６
００との間、若しくは、基板１４０と偏光板１４４との
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間、に配置されることが最も好ましい。
【００６０】[第２実施形態]次に、図４を参照して、本
発明に係る第２実施形態の液晶表示装置について説明す
る。図４は第２実施形態に係る液晶表示装置３０の概略
縦断面図である。この実施形態において、第１実施形態
と同一部分については同一符号を付し、その説明を省略
する。この液晶表示装置３０は、液晶パネル３００と、
この液晶パネル３００の後方に配置された光変調板２２
０と、上記第１実施形態と同じ構造の反射板６００及び
バックライト８００とを備えている。
【００６１】液晶パネル３００は、第１実施形態と同様
の基板１２０、１４０と、シール材１６０と、液晶層１
８０とを有する。基板１２０の外面には第１実施形態と
同様の偏光板１２４が貼着されている。基板１４０の外
面にはカラー偏光板３４４が貼着されている。このカラ
ー偏光板３４４は、第１実施形態の偏光板１４４と同様
の偏光透過軸及び偏光吸収軸を備えているが、偏光吸収
軸と平行な振動面を有する偏光成分を可視光領域の全波
長領域に亘って一様に吸収するのではなく、特定の波長
帯域の光を透過することができるように、すなわち上記
の偏光成分に対して所定の偏光スペクトル分布を形成す
るように、構成されたものである。上記の特定の波長帯
域は可視光領域内であればどのような領域であってもよ
く、複数の波長帯域であっても構わない。以下に説明す
る本実施形態においては、上記の特定の波長帯域が赤色
帯域（可視光領域の長波長側の端にある帯域）である場
合を例にとって説明する。
【００６２】本実施形態の光変調板２２０は、第１実施
形態と同様に、表示画素Ｐ，Ｐ’と重なる部分に窓部２
２０ａを備えており、また、カラー偏光板３４４におけ
る上記の特定の波長帯域を有する偏光スペクトル分布と
近似した光を形成可能な赤色フィルタとして構成されて
いる。
【００６３】次に、図５の（ａ）及び（ｂ）を参照し
て、本実施形態の液晶表示装置３０の表示態様について
説明する。図５（ａ）は外光を入射して表示する場合の
液晶表示装置３０の光学構造を模式的に示す説明図であ
る。
【００６４】電界が印加されていない表示画素Ｐにおい
ては、外光３０２は偏光板１２４を透過して紙面に平行
な振動面を有する直線偏光となり、その後、液晶層１８
０によって偏光方向が９０°捻られて紙面に垂直な振動
面を有する直線偏光となり、カラー偏光板３４４をその
まま透過し、窓部２２０ａを通過した後に反射層６００
によって反射される。この反射された紙面に垂直な方向
の直線偏光は、再びカラー偏光板３４４を介して液晶層
１８０によって偏光方向が９０°捻られて紙面に平行な
振動面を有する直線偏光となり、偏光板１２４から紙面
に平行な振動面を有する直線偏光３０４として出射す
る。このように、表示画素Ｐにおいては液晶パネル３０
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０は光透過状態にあるので、出射光３０４は白色光とな
り、表示画素Ｐは明色（白色）の視認態様を呈する。
【００６５】一方、電界が印加された表示画素Ｐ’にお
いては、外光が偏光板１２４を透過することによって形
成された紙面に平行な振動面を有する直線偏光は、液晶
層１８０を透過してもその偏光方向が変化せずに、カラ
ー偏光板３４４に入射する。カラー偏光板３４４はこの
直線偏光の振動面と平行な偏光吸収軸を備えているた
め、当該直線偏光のうち、赤色光は透過し、その他の色
の光は吸収される。そして、赤色の直線偏光は窓部２２
０ａを通過して反射層６００によって反射され、そのま
ま再びカラー偏光板３４４、液晶層１８０、偏光板１２
４を順次透過して、偏光板１２４から紙面に平行な振動
面を有する赤色の直線偏光３０８として出射する。した
がって、表示画素Ｐ’は赤色の視認態様を呈する。
【００６６】さらに、非表示部Ｑにおいては、偏光板１
２４によって外光３０２が紙面に平行な振動面を有する
直線偏光となり、その後、液晶層１８０を透過すること
によって偏光方向が９０°捻られて紙面に垂直な振動面
を有する直線偏光となり、カラー偏光板３４４を透過し
て光変調板２２０に到達する。この直線偏光は光変調板
２２０を透過することによって赤色の直線偏光となり、
反射層６００によって反射され、再び光変調板２２０及
びカラー偏光板３４４を通過して、液晶層１８０によっ
て偏光方向が９０°捻られて紙面に平行な振動面を有す
る直線偏光となり、偏光板１２４から紙面に平行な振動
面を有する赤色の直線偏光３０６として出射する。した
がって、非表示部Ｑは赤色の視認態様を呈する。
【００６７】次に、図５（ｂ）を参照して、本実施形態
の液晶表示装置３０における、バックライト８００から
放出される照明光に基づく表示態様について説明する。
【００６８】表示セグメントＰにおいては、バックライ
ト８００から放出された光３０３の一部が反射層６００
を通過し、窓部２２０ａを通過した後、カラー偏光板３
４４を透過する。このとき、光３０３のうち、紙面と垂
直な振動面を有する偏光成分はそのままカラー偏光板３
４４を透過し、紙面と平行な振動面を有する偏光成分に
ついては、赤色帯域の光はそのまま透過するが、その他
の色の光は吸収される。したがって、赤色帯域以外の光
は紙面に垂直な振動面を有する直線偏光となる。その
後、液晶層１８０によって偏光方向が９０°捻られるこ
とにより、赤色帯域以外の光は紙面に平行な振動面を有
する直線偏光となり、そのままの偏光状態で偏光板１２
４を透過する。また、赤色帯域の光についても偏光板１
２４によって紙面に平行な振動面を有する直線偏光のみ
が透過する。このようにして偏光板１２４から紙面に平
行な振動面を有する直線偏光３０５が出射する。したが
って、表示画素Ｐは明色（白色）の視認態様となる。
【００６９】一方、表示画素Ｐ’においては、バックラ
イト８００から放出された光３０３の一部が反射層６０
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０を透過し、窓部２２０ａを通過してカラー偏光板３４
４を透過する。ここで、赤色帯域の光はそのままカラー
偏光板３４４を透過するが、その他の光は紙面と垂直な
振動面を有する偏光成分のみが透過する。この光は液晶
層１８０をそのままの状態で透過し、偏光板１２４に入
射する。このとき、偏光板１２４は紙面に平行な振動面
を有する偏光成分のみを透過させるので、赤色帯域以外
の光は全て偏光板１２４にて吸収され、赤色帯域の光の
みが紙面と平行な振動面を有する直線偏光３０９として
偏光板１２４から出射する。したがって、表示画素Ｐ’
は赤色の視認態様を呈する。
【００７０】さらに、非表示部Ｑにおいては、バックラ
イト８００から放出される光３０３の一部は反射層６０
０を透過し、光変調板２２０を透過することによって赤
色帯域の光となり、カラー偏光板３４４に入射する。こ
のとき、カラー偏光板３４４は赤色帯域の光を基本的に
吸収せずそのまま透過させる。その後、液晶層１８０を
透過した後、偏光板１２４を透過することによって紙面
に平行な振動面を有する赤色帯域の直線偏光３０７が出
射される。したがって、非表示部Ｑは赤色の視認態様を
呈する。
【００７１】以上説明したように、本実施形態におい
て、外光に基づく反射型表示と、バックライトによる透
過型表示のいずれにおいても、表示画素Ｐは明色（白
色）となり、表示画素Ｐ’及び非表示部Ｑは共に赤色と
なる。したがって、本実施形態の表示態様は、赤色カラ
ーの反転表示（ネガパターン）となる。
【００７２】この実施形態においては、カラー偏光板３
４４が赤色光を透過し、光変調板２２０が赤色光を形成
する場合について説明したが、カラー偏光板３４４の特
定帯域の光と光変調板２２０の光変調された光を、赤色
光以外のその他の種々の波長帯域の光とした場合でも同
様に構成することができる。
【００７３】なお、本実施形態では液晶層１８０の後方
にカラー偏光板３４４を配置しているが、液晶層１８０
の後方のカラー偏光板３４４を通常の偏光板にするとと
もに液晶層１８０の前方に配置された偏光板１２４をカ
ラー偏光板としてもよく、また、液晶層１８０の前後両
側に配置される偏光板を共にカラー偏光板としてもよ
い。これらの場合にはいずれも上記とほぼ同様の表示態
様を実現できる。
【００７４】［第３実施形態］次に、図６を参照して、
本発明に係る第３実施形態の液晶表示装置について説明
する。この実施形態において、第１実施形態及び第２実
施形態と同一部分については、その説明を省略する。本
実施形態においては、上記第２実施形態と同一の液晶パ
ネル３００と、第１実施形態及び第２実施形態と同一の
反射層６００及びバックライト８００とを備えている。
【００７５】本実施形態の光変調層２４０は、図６に示
すように、上記第１領域に相当する第１フィルタ部２４
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０ａ及び上記第２領域に相当する第２フィルタ部２４０
ｂとを備えており、第１フィルタ部２４０ａと第２フィ
ルタ部２４０ｂとは相互に異なる光変調機能、例えば相
互に異なる色相、を備えている。各フィルタ部の光変調
機能は特に限定されるものではなく、相互に異なる視認
態様を実現できるように構成されていれば足りるもので
あるが、以下においては、具体例として第１フィルタ部
２４０ａが黄色フィルタ（すなわち赤色帯域と緑色帯域
の双方に実質的な光透過特性を有するフィルタ）であ
り、第２フィルタ部２４０ｂが赤色フィルタである場合
を例として説明する。
【００７６】電圧が印加されていない表示画素Ｐにおい
ては、外光が液晶パネル３００を透過すると、紙面と垂
直な振動面を有する直線偏光となり、その後、第１フィ
ルタ部２４０ａを透過して赤色帯域と緑色帯域に波長成
分を有する黄色光となり、反射層６００にて反射され
る。そして、再び第１フィルタ部２４０ａを透過した
後、液晶パネル３００を通過して黄色光として出射す
る。したがって、表示画素Ｐは黄色の視認態様を呈す
る。
【００７７】一方、電圧が印加された表示画素Ｐ’にお
いては、外光が液晶パネル３００を透過すると、偏光板
１２４にて紙面と平行な振動面を有する直線偏光となっ
た後、液晶層１８０をそのままの偏光状態で通過するこ
とにより紙面と平行な振動面を有する直線偏光となり、
その後、カラー偏光板３４４にて紙面と平行な振動面を
有する偏光成分のうち、赤色帯域の光以外は吸収され、
赤色帯域の光のみが第１フィルタ２４０ａを通過する。
このとき、赤色帯域の光は第１フィルタ部２４０ａを透
過することができるので、赤色光がそのまま反射層６０
０にて反射する。この赤色光は再び第１フィルタ部２４
０ａを透過し、さらにカラー偏光板３４４を透過した
後、液晶層１８０を通過してから偏光板１２４から出射
する。したがって、表示画素Ｐ’は赤色の視認態様を呈
する。
【００７８】また、非表示部Ｑにおいては、上記第２実
施形態と同様に光変調板２４０の第２フィルタ部２４０
ｂのフィルタ特性に起因して、常に赤色の視認態様を呈
する。
【００７９】さらに、バックライト８００から放出され
た照明光に基づく視認態様についても、上記と同様に、
表示画素Ｐでは黄色、表示画素Ｐ’では赤色、非表示部
Ｑでは赤色の視認態様が得られる。
【００８０】以上説明したように、本実施形態において
は、非表示部Ｑにおいては常に赤色の視認態様を呈し、
表示画素Ｐ，Ｐ’においては電界印加の有無に応じて非
表示部Ｑと近似した赤色の視認態様と、黄色の視認態様
とを切り換えることが可能になる。したがって、本実施
形態では複色カラーの表示態様、例えば上記具体例では
赤色と黄色の表示態様、を実現できる。
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【００８１】本実施形態において、表示画素Ｐ’の視認
態様は、第１フィルタ部２４０ａの光変調特性と、カラ
ー偏光板３４４の光吸収特性とによって決定される。例
えば、色相に関しては、第１フィルタ部２４０ａによっ
て得られる変調スペクトル分布と、カラー偏光板３４４
においてその偏光吸収軸と平行な振動面を有する偏光成
分に対して得られる偏光スペクトル分布とに応じて、表
示画素Ｐ’の視認態様が定まる。本実施形態の場合に
は、より具体的に言えば、第１フィルタ部２４０ａによ
り生ずる変調スペクトル分布と、カラー偏光板３４４に
よる上記偏光成分の偏光スペクトル分布との減色混合に
よって表示画素Ｐ’の視認態様が決定され、第１フィル
タ部２４０ａにより生ずる変調スペクトル分布のみによ
って表示画素Ｐの視認態様が決定される。
【００８２】したがって、本実施形態の場合に、表示画
素Ｐ’の視認態様と、非表示部Ｑの視認態様とを近似さ
せたものとするためには、第１フィルタ部２４０ａによ
り生ずる変調スペクトル分布と、カラー偏光板３４４に
おいて上記偏光成分に対して生ずる偏光スペクトル分布
とを減色混合させて（或いは、掛け合わせて）形成した
積算スペクトル分布が第２フィルタ部２４０ｂにより生
ずる変調スペクトル分布と近似している必要がある。例
えば、上記具体例以外の例を挙げれば、カラー偏光板３
４４が上記具体例と同様であるとき、第１フィルタ部２
４０ａが赤色帯域と青色帯域に光透過性を有するもの
（すなわち赤紫色のフィルタ）である場合には、第２フ
ィルタ部２４０ｂが赤色フィルタであれば、赤色の下地
に赤紫色の表示パターンが得られる。また、第２フィル
タ部２４０ｂが青色フィルタであれば、青色の下地に赤
紫色の表示パターンが得られる。さらにまた、カラー偏
光板３４４が偏光吸収軸と平行な振動面を有する偏光成
分に対して緑色帯域の光のみを透過させる特性を備えて
いる場合には、第１フィルタ部２４０ａが上記と同様に
赤色帯域と緑色帯域の光透過性を有するならば、表示画
素Ｐは黄色の視認態様を呈し、表示画素Ｐ’は緑色の視
認態様を呈する。この場合に下地を緑色にするには、第
２フィルタ部２４０ｂもまた緑色帯域のみを透過する光
学特性を有するものとする必要がある。
【００８３】上記のように、本実施形態では複色カラー
表示を行うことが可能になり、カラフルな表示態様を実
現することができる。この場合に、上記各実施形態のよ
うに７セグメントタイプの表示画素群に適用するだけで
なく、適宜のパターン表示、例えば、特定のアイコンや
キャラクターなどの象徴図形その他の図形をカラー化し
て表示したり表示しなかったりすることが可能になる。
また、複数の表示画素で図形を構成することにより、適
宜のパターンのアニメーション表示（動的表示）をカラ
ーで実現することも可能である。
【００８４】上記実施形態では、光変調手段において第
１領域（第１フィルタ部）と第２領域（第２フィルタ
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部）のみを設けた例を示しているが、２以上の第１領域
を設け、３以上の異なる色調を実現することも可能であ
る。この場合、複数の第１領域によって形成される変調
スペクトル分布がいずれもカラー偏光板の偏光スペクト
ル分布において存在する帯域の光波長を含む分布となっ
ていれば、全ての表示画素において上記偏光スペクトル
分布によって得られる視認態様に切り換えることが可能
になる。
【００８５】この実施形態の構成によれば、反射偏光板
（所定方向の振動面を備えた偏光成分を透過し、別の方
向の振動面を備えた偏光成分を反射するように構成され
たもの）を液晶パネルの後方に配置し、この反射偏光板
のさらに後方に適宜の光変調手段を配置した液晶表示装
置と同様の機能を、このような反射偏光板を用いること
なく、安価に製造することができるという効果をも奏す
る。
【００８６】［第４実施形態］次に、図７及び図８を参
照して、本発明に係る第４実施形態の液晶表示装置につ
いて説明する。図７は第４実施形態における表示領域の
一部を示すものである。図８は図７のＢ－Ｂ線に沿って
切断した部分を模式的に示す部分縦断面図である。液晶
表示装置７０には、図７に示すように、表示領域の最前
部に設置された光変調板７２が設置されている。この光
変調板７２はその表面（外面）が所定の色調を備えたも
のとなっており、この色調は、例えば、適宜の材質から
なる板状体である基材の表面上に、顔料、染料等の着色
材を適宜に混入させた塗料等からなる印刷層を形成する
ことによって得ることができる。この光変調板７２には
複数の表示窓７２ａが形成されている。表示窓７２ａ
は、図示例では７セグメントタイプの７つの表示画素群
と同様の形状を備えている。
【００８７】図８に示すように、各表示窓７２ａの後方
にはそれぞれ一つずつ液晶パネル７００が配置され、各
表示窓７２ａを通して各液晶パネル７００の表示領域が
視認されるように構成されている。これらの液晶パネル
７００は、ガラス等からなる一対の基板７２０，７４０
をシール材によって貼り合わせ、両基板間に液晶を封入
して液晶層７８０を形成したものである。ここで、基板
７２０，７４０の内面上には相互に対向する透明電極７
２２，７４２が形成されている。また、基板７２０，７
４０の外面上には偏光板７２４，７４４がそれぞれ貼着
されている。
【００８８】この液晶パネル７００は、上記各実施形態
と同様に、その表示領域を構成する透明電極７２２，７
４２間に所定の電圧を印加すると光遮断状態となり、電
界を印加しないと光透過状態となる、いわゆるノーマリ
ーホワイトタイプの液晶パネルとなっている。本実施形
態における液晶パネル７００には、複数の表示画素を有
する通常の液晶パネル（例えばドットマトリクス型パネ
ル）も用いることができるが、そのパネル面全体で一つ
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の表示態様が実現されれば良いことから、２枚の基板の
内面上にそれぞれ単一の透明電極が表示領域に亘ってほ
ぼ全面的に形成された単一画素のみを備えたもので足り
る。
【００８９】上記の液晶パネル７００の後方には反射層
７５０が配置され、そのさらに後方には上記各実施形態
と同様の有機ＥＬパネル等からなるバックライト８００
が配置されている。バックライト８００の構造は上記各
実施形態と同様であるので、その説明は省略する。
【００９０】この実施形態において、反射層７５０は、
上記各実施形態と同様の半透過性反射層であってもよ
く、また、適宜の色調を備えたカラー反射層として形成
されたものであってもよい。カラー反射層としては、反
射層を構成する材質中に染料や顔料等の着色材を適宜に
混入したもの、反射性材質の表面に別途のカラーフィル
タ層を形成したものなど、適宜の構造のものを用いるこ
とができる。
【００９１】例えば、上記光変調板７２の色調が黒色で
ある場合には、反射層７５０を上記各実施形態と同様の
半透過性の反射層とする。このようにすると、上記の各
実施形態と同様に、液晶パネルの表示領域は電界無印加
時に明色（白色）となり、電界印加時に暗色（黒色）と
なる。したがって、図７に示すように、表示パターン
（図示例では数字「４」）を構成する（４つの）液晶パ
ネル７００を電界無印加状態とし、表示パターンを構成
しない（３つの）液晶パネル７００を電界印加状態とす
ることによって、上記光変調板７２の表面と、電界印加
状態の液晶パネル７００の表示領域とを下地部分とする
反転表示（ネガパターン表示）を行うことが可能にな
る。
【００９２】また、本実施形態では、電界印加状態の液
晶パネル７００の表示領域に、上記光変調板７２の表面
の色調と近似した色調が現れるように、上記第２実施形
態と同様にカラー偏光板を用いることも可能であり、ま
た、各液晶パネル７００に上述したカラー反射層や別途
の光変調層等を形成することにより、第３実施形態のよ
うに複色カラー表示を実現することも可能である。
【００９３】さらに、本実施形態では、一つの表示領域
を一つの液晶パネル７００にて構成しているが、２以上
の表示領域を一つ（共通）の液晶パネルで構成しても構
わない。例えば、上記図示例において、２以上の表示窓
の後方に一つ（共通）の液晶パネルを配置し、当該液晶
パネルには、各表示窓７２ａに対応する２以上の表示画
素を形成することも可能である。また、これとは逆に、
一つの表示窓７２ａの後方に２以上の独立制御可能な表
示画素を有する液晶パネルを設置し、表示窓７２ａの内
部において複数の領域で表示を切り換え可能に構成する
ことも可能である。
【００９４】この実施形態では、比較的大きな表示体を
構成する場合に、単純な液晶パネルを複数用いて一つの
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表示態様を実現することができる。したがって、電子掲
示板、野外ディスプレイ、広告塔、スコアボード、電光
掲示板等に変わるものなどとして非常に有効である。こ
の場合に、液晶パネルの構造そのものは表示画素の構造
単位が大きいとともに画素数が少ないので、表示体を安
価に製造することが可能になる。
【００９５】［その他の構成］最後に、上記各実施形態
において共通に適用することのできる構成部分及び変形
例について説明する。
【００９６】まず、上記各実施形態の液晶表示装置に必
要とされるパネル駆動手段の概略構造について図１０を
参照して説明する。上記各実施形態の液晶表示装置１０
には、図１０に示すように、上述のような反転駆動を可
能にするための液晶駆動回路１０１０と、この液晶駆動
回路１０１０を制御する制御回路１０２０と、液晶駆動
回路１０１０に電力を供給する電源回路１０３０とが必
要となる。また、図示しないが、上記のバックライトに
電力を供給するとともに制御を行う回路部分は、液晶表
示装置１０の内部若しくは外部に設けられる。
【００９７】液晶駆動回路１０１０は、液晶パネル、例
えば図示例では上記液晶パネル１００、のコモン電極
（上記実施形態に記載された対向する一対の透明電極の
うちの一方）に駆動信号Ｖｃを供給する駆動回路部１０
１１と、上記液晶パネル１００のセグメント電極（上記
透明電極のうちの他方）に駆動信号Ｖｓを供給する駆動
回路部１０１２とを備えている。
【００９８】制御回路１０２０は、外部から表示データ
Ｄと、制御データＣとを受け、上記液晶駆動回路１０１
０に制御信号Ｓ１を送出し、また、必要に応じて、後述
する電源回路１０３０に制御信号Ｓ２を送出する。制御
信号Ｓ１は液晶駆動回路１０１０を制御し、上記の駆動
信号Ｖｃ，Ｖｓを形成させる。
【００９９】電源回路１０３０は、所定の供給電力か
ら、上記駆動信号Ｖｃ，Ｖｓを形成するのに必要な複数
の電源電位Ｖｅを液晶駆動回路１０１０へ送る。液晶駆
動回路１０１０は、これらの電源電位Ｖｅを上記制御信
号Ｓ１に応じて切り換えることによって上記駆動信号Ｖ
ｃ，Ｖｓを形成する。
【０１００】上記各実施形態では、従来のノーマリーホ
ワイトタイプの液晶パネルで通常表示（ポジパターン表
示）を行うように駆動する場合においてしきい値電圧以
上の電圧を印加する表示画素には、電圧を印加しない
か、或いは、しきい値未満の電圧のみを印加する。ま
た、通常表示において電圧を印加しないか、或いは、し
きい値未満の電圧のみを印加する表示画素には、しきい
値以上の電圧を印加するように、例えば制御回路１０２
０の制御信号Ｓ１を従来の信号態様と変えることによっ
て、液晶駆動回路１０１０を従来どおりの構造にしたま
ま、きわめて容易に液晶パネル１００に反転表示（ネガ
パターン表示）を表すことが可能になる。
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【０１０１】また、図１０に示す液晶表示装置内の構造
を従来構造と全く変えることなく、外部から供給される
データ、例えば図示の制御データＣ、を通常駆動とは異
なるデータとすることによって、反転駆動が行われるよ
うにしても構わない。
【０１０２】次に、上記各実施形態の液晶表示装置及び
電子機器の変形例について説明する。上記各実施形態に
おいては、半透過型の液晶表示装置を構成しているが、
単純な反射型の液晶表示装置又は透過型の液晶表示装置
でも、上記と同様の表示態様を得ることができ、同様の
効果を有する。さらに、公知のフロントライト形式の液
晶表示装置を構成することも可能である。なお、上記各
実施形態では半透過型の液晶表示装置を構成するために
半透過性の反射層を用いているが、画素ごとにスリット
などの光透過部を有する反射層を用いてもよい。
【０１０３】また、上記各実施形態においては、いずれ
も所定の偏光成分を透過させるとともに他の偏光成分を
吸収するタイプの偏光手段を用いているが、これとは異
なり、所定の偏光成分を透過させるとともに他の偏光成
分を反射するタイプの、いわゆる反射偏光板を用いるこ
とも可能である。この場合に、上記のカラー偏光板に対
応する反射カラー偏光板を構成することもできる。
【０１０４】
【発明の効果】以上、説明したように本発明によれば、
反転表示（ネガパターン）を表示可能な液晶表示装置を
構成することができ、製造コストを低減できるとともに
表示品位の向上を図ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る液晶表示装置を内蔵した電子機器
の例としての時計の時間情報表示部を示す概略平面図で
ある。
【図２】図１の表示領域Ｒを拡大して示す拡大部分平面
図である。
【図３】本発明に係る第１実施形態の構造を模式的に示
す概略縦断面図である。
【図４】本発明に係る第２実施形態の構造を模式的に示
す概略縦断面図である。
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【図５】第２実施形態の光学的作用を示す説明図（ａ）
及び（ｂ）である。
【図６】本発明に係る第３実施形態の構造を模式的に示
す概略縦断面図である。
【図７】本発明に係る第４実施形態の表示構造の一部を
示す部分平面図である。
【図８】図７のＢ－Ｂ線に沿って切断した状態を模式的
に示す部分断面図である。
【図９】ＴＮモードの液晶パネルの光透過率と印加電圧
との関係を示すグラフである。
【図１０】各実施形態に適用可能な液晶表示装置の概略
回路構成を示す構成ブロック図である。
【符号の説明】
１０，３０，４０，７０  液晶表示装置
１００，３００，７００  液晶パネル
１２０，１４０，７２０，７４０，８４０  基板
１２２，１４２，７２２，７４２  透明電極
１２４，１４４，７２４，７４４  偏光板
１６０  シール材
１８０，７８０  液晶層
７２，２００，２２０，２４０  光変調板
２００ａ，２２０ａ  窓部
７２ａ  表示窓
２４０ａ  第１フィルタ部
２４０ｂ  第２フィルタ部
３４４  カラー偏光板
８００  バックライト
８１０  発光層
８１２  電子輸送層
８１４  正孔輸送層
８２２，８４２  透明電極
８４０  シールガラス
８８０  シリコーンオイル
Ｐ，Ｐ’  表示画素
Ｑ  非表示部
Ｒ  表示領域

【図８】



(14) 特開２００２－２２１７１１

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図６】

【図７】



(15) 特開２００２－２２１７１１

【図５】 【図９】

【図１０】



(16) 特開２００２－２２１７１１

フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/36                                       Ｇ０９Ｇ   3/36                       
  
Ｆターム(参考） 2H088 EA20 EA27 HA01 HA18 HA28
                      JA05 JA06 JA13 JA28 KA07
                      MA05 MA20 
                2H091 FA02X FA08X FA08Z FA11X
                      FA11Z FA14Z FA23Z FA41Z
                      FA44Z FB07 GA01 HA02
                      HA07 HA10 JA02 LA15 LA16
                      LA30 
                5C006 AA02 AB02 AC01 AF51 BB01
                      BB11 FA01 FA54 
                5C080 AA10 BB01 BB05 CC01 DD01
                      EE01 FF08 JJ01 JJ02 JJ05
                      JJ06 KK02 KK49 



专利名称(译) 液晶显示装置和具有该液晶显示装置的电子设备

公开(公告)号 JP2002221711A 公开(公告)日 2002-08-09

申请号 JP2001267913 申请日 2001-09-04

[标]申请(专利权)人(译) 精工爱普生株式会社

申请(专利权)人(译) 精工爱普生公司

[标]发明人 有川康夫

发明人 有川 康夫

IPC分类号 G02F1/13 G02F1/1335 G09G3/04 G09G3/20 G09G3/36

CPC分类号 G02F1/133509 G02F1/133533 G02F2001/133567 G02F2203/64

FI分类号 G02F1/1335.500 G02F1/13.505 G09G3/04.A G09G3/20.A G09G3/20.660.H G09G3/36

F-TERM分类号 2H088/EA20 2H088/EA27 2H088/HA01 2H088/HA18 2H088/HA28 2H088/JA05 2H088/JA06 2H088
/JA13 2H088/JA28 2H088/KA07 2H088/MA05 2H088/MA20 2H091/FA02X 2H091/FA08X 2H091
/FA08Z 2H091/FA11X 2H091/FA11Z 2H091/FA14Z 2H091/FA23Z 2H091/FA41Z 2H091/FA44Z 2H091
/FB07 2H091/GA01 2H091/HA02 2H091/HA07 2H091/HA10 2H091/JA02 2H091/LA15 2H091/LA16 
2H091/LA30 5C006/AA02 5C006/AB02 5C006/AC01 5C006/AF51 5C006/BB01 5C006/BB11 5C006
/FA01 5C006/FA54 5C080/AA10 5C080/BB01 5C080/BB05 5C080/CC01 5C080/DD01 5C080/EE01 
5C080/FF08 5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C080/JJ05 5C080/JJ06 5C080/KK02 5C080/KK49 2H191
/FA02Z 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA23X 2H191/FA23Z 2H191/FA32Z 2H191/FA71Z 2H191
/FA84Z 2H191/FB14 2H191/FC02 2H191/FC13 2H191/FD09 2H191/FD35 2H191/HA02 2H191/HA06 
2H191/HA07 2H191/HA09 2H191/JA02 2H191/KA04 2H191/LA22 2H191/LA25 2H191/NA03 2H291
/FA02Z 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FA23X 2H291/FA23Z 2H291/FA32Z 2H291/FA71Z 2H291
/FA84Z 2H291/FB14 2H291/FC02 2H291/FC13 2H291/FD09 2H291/FD35 2H291/HA02 2H291/HA06 
2H291/HA07 2H291/HA09 2H291/JA02 2H291/KA04 2H291/LA22 2H291/LA25 2H291/NA03

优先权 2000355948 2000-11-22 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：以廉价地制造能够形成反向显示（负图案）并且具有高显
示质量的液晶显示装置。 解决方案：提供光调制板200，该光调制板200
具有与液晶面板100的显示像素P和P&#39;重叠的窗口部分200a，并且
具有与非显示部分Q重叠的光调制部分。 通过不对形成数字等显示图案
的显示像素P施加电场，而对不形成显示图案的显示像素P&#39;施加电
场，来实现反转显示（负图案）的显示模式。 你可以

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/96ef6dcc-4f6d-4fb0-9875-0ce6772bc8a1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/026604454/publication/JP2002221711A?q=JP2002221711A

